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NPO「 CAS トワー1
ヽ

ネ ツ

ラ

ジ
ー
タジ
ヨ
い
ど
Ｚ
喜
増

で
、

多
く
の
難
民
が
生
ま
れ

て
い
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

対
し
、

市
民
の
活
動
を
支
援

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（西
田
博

一
代

宅
会
モ
を
打
た
棄
布
や
セ
ー

タ
ー
な
ど
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
五

十
二
箱
を
、

ア
フ
ガ
ン
難
民

を
支
援
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム

教
の
大
塚
モ
ス
ク

（東
京
都

品
川
区
）

へ
送

っ
た
。

違
鄭
辰
浸
等
弁
務
檀

・
日
本

オ
フ
イ
ス
に
協
力
し
て
、

ア

フ
ガ
ン
難
民

へ
の
募
金
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

防
寒

具
の
提
供
は
十
月
か
ら
市
民

に
呼
び
か
け
、

府
北
部
の
市

市
民
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
ら
れ
た
物
資

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

得
意
な
演
歌
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
じ
さ
い
会

み
ず
な
ぎ
学
園
訪
れ

カ
ラ
オ
ケ
の
ポ
ラ
ン
テ
イ

ア
グ
ル
ー
プ
「あ
じ
さ
い
会
」

の
深
口
俊
夫
会
長
ら
十
人
が

二
十
三
日
、

鹿
原
の
障
害
者

授
産
施
設
「
み
ず
な
ぎ
学
園
」

を
訪
れ
、

得
意
な
演
歌
を
披

露
す
る
と
と
も

に
＝
写
真

Ｈ
、

園
生
と

一
緒
に
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
を
合
唱
し
た
。

あ
じ
さ
い
会
で
は
、

入
園

生
た
ち
に
楽

し

い

一
時
を

と
、

八
年
前
か
ら
奉
、

夏
と

年
末
の
こ
の
時
期
に
訪
れ
て

い
る
。

同
学
囲
の
食
堂
の
ス

テ
ー
ジ
に
、

同
会
が
用
意
し

た
照
明
や
電
飾
が
取
り
付
け

ら
れ
、

深
国
会
長
ら
が
橋
幸

夫
や
中
村
美
律
子
、

細
川
た

か
し
ら
の
曲
を
歌

っ
た
。

ま
た
、

園
生
の
飛
び
入
り

カ
ラ
オ
ケ
、

園
生
と

一
緒
に

合
唱
が
行
わ
れ
た
↓
最
後
に

園
生
に
み
か
ん
や
お
菓
子
な

ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

Ｐ
■

」

▲

ル

　

ヽ

」Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ａ

仁

▲

　

▲
ｒ

■

　

，
ヽ

海上自衛隊舞鶴警備隊

相撲部OBの 隊員ら
子供たちともちつき交流

舞鶴学国に年末恒側42回目

海
上
由
行
隊
舞
縄
警
備
隊

員
ら
が
二
十
二
日
、

泉
源
寺

の
児
童
養
護
施
設

「舞
縄
学

園
」
を
訪
問
し
、

国
生
の
子

供
た
ち
と

一
緒
に
も
ち
を

つ

い
て
交
流
し
た
＝
写
真
。

同

隊
で
相
撲
を
し
て
い
る
隊
貝

ら
は
ま
わ
し
姿
で
参
加
、

力

強
く
も
ち
を

つ
く
様
子
が
子

供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い

た
。同

隊
が
年
末
に
訪
問
し
て

も
ち
を

つ
く
の
は
今
年
で
四

十
二
回
目
で
、

す

つ
か
り
恒

例
と
な

っ
て
い
る
。

最
初
は

教
育
環
境
の
在
け
方
探
る

社
会
の
変
化
に
対
応

市
教
委
は
こ
の
ほ
ど
、

「教

育
環
境
の
在
り
方
懇
話
会
」

を
設
置
し
、

少
子
高
齢
化
な

ど
の
社
会
の
変
化
に
対
応
じ

た
今
後

の
教
育
環
境
に
つ
い

て
、

小
林
舜
治
教
育
長
が
詰

門
を
し
た
。

来
年
二
月
ま
で

七
回

の
予
定

で
会
合
を
開

き
、

最
後
に
答
申
を
提
出
す

る
。委

員
は
市
教
委
が
選
ん
だ

十
二
人
、

公
募
で
遥
考
さ
れ

た
三
人
の
計
十
五
人
。

会
長

は
立
命
館
大
学
教
授
の
荒
木

穂
積
さ
ん
、

副
会
長
は
舞
鶴

商
正
会
誰
所
副
会
頭
の
田
中

康
弘
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

諮
間
の
理
由
で
は
、

少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
来
年
度

か
ら
新
学
習
指
導
要
叙
の
実

施
に
あ
た

つ
て
、

新
た
な
学

校
の
在
り
方
、

地
域
社
会
の

変
化
に
よ
る
望
ま
し
い
学
校

規
模
の
在
り
方
な
ど
の
基
本

的
な
考
え
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

市
教
委
は

今
後
、

児
童
生
徒
数
の
推
移

懇市
衰教
霊委
置が

同
隊
相
撲
部
の
隊
員
ら
が
も

ち
米
を
持
ち
寄

っ
て
、

も
ち

を

つ
い
て
い
た
。

そ
の
後
、

相
撲
部
は
な
く
な

っ
た
が
競

技
を
続
け
て
い
る
隊
員
と
相

撲
部
Ｏ
Ｂ
、

そ
の
ほ
か
の
隊

員
ら
で
毎
年
訪
れ
て
い
る
。

十
八
人
が
訪
問
し
五
十

ロ
キ

の
も
ち
米
を
使

っ
て
も
ち
を

つ
い
た
。

つ
き
あ
が

っ
た
も

ち
は
子
供
た
ち
と
職
員
ら
が

丸
め
、

き
な
こ
も
ち
に
し
て

食
べ
た
り
、

正
月
用
の
も
ち

に
し
た
。

同
隊
司
令
の
成
影

務
さ
ん

（拠
）
は

「十
月
に

浜
か
ら
泉
源
寺

へ
学

園
が

引

っ
越
し
す
る
時
に
も
お
手

伝

い
に
来
ま
し
た
。

隊
員
ら

も
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話

し

て

い

ま
た
、

ち
十
亘
Ａ

米
国

の
新
倉

講
師
に

〈不恭ダ
一一

や
校
区

は
学

し
て
い

他

の

▽
伊
藤
好

木
下
秀
・

米国で活躍する気功家'新倉さん講師に
い   と
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